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佐 藤  正 考

概要 この科の甲虫は, マルドロムシ属(Georis-
s s) だけで代表され体長 l ~ 2 mmと小さいにも
かかわらず, その示す形態的特徴は他の群から容易
に分けられることもあって, 古くから独立の科とし
ては扱われていた。 しかし, 和名の,Jす印象はドロ
ムシ類の一員を思わせるように, 従来ほとんどの研
究者がそのように取扱ってきた。 この科の所属につ
いては, これまで問題がなかった
訳ではない。  たとえば,  KOLBE
(1901)はヒメマキムシ科(Lathri-
diiddae), ホソマメムシ科 (Th-
orictidae), ヒメドロムシ科(Elmi-
dae) などとともにカ' ムシ科(Hy-
drophi lidae) の近 くに位置させ
たり, SHARP & MUIR (1912) は
雄交尾器の研究からミズスマシ科
(G' rinidae) とガムシ科に近いこ
とを述べ, MEIxNIR (1935) もガ
ムシ科近緑であることを示唆して
いる。 このように, ガムシ科との
関係深いことが指摘されてはいた
が, CRowsoN (1950)は, 甲虫分
類の再検討の中ではっきりと力' ム
シ上科にこの科を移した。  しかし

この折にはまだ幼虫が判らないま
まであったが, EMDEN ( l956) が
幼虫を明らかにする こ とによつ

1973年に亡く なった。 理在世界中での細 おそらく

50種く らいになっているものと思われる。
日本の種については,1880年にLEWISが礼幌で採
集した標本に基づいてSHARP(1888) がG. canalifler
を記校した。 この種は, その後三輪 (1937, 1938)
が図説した。第二次大戦後, 黒沢 (1950) は第2 番
l、 の極を G. laesico11is GERMER として本州から記

第 l 図 Goon'sst‘s ( MP omgeon'ssMs)
g「anulOSt‘S M SATo セスジマル ト'
ロムシ (石田勝義画)

て, その示す形態は確かに力' ムシ上科に属すること
が要付けられた。なお, ガムシ上科内での他の科と
の区別は, 本誌No40 (1978) でホソガムシ科の解
説を行なった折に検索をJ、 したので, それを参照さ
れたい。
いっぼう, 種についてはまとまったものがなく ,

ZAITzEv (1910) による JUNKの甲虫カタログで20
種が世界各地から記録されていることが判るだけで
ある。 その後, 幾つかの種が記載され, 最近になっ
てDELEvE (1967~1974) がアフリカおよび東南ア
ジアから多くの種を記載し始めたが, 残念なことに

録したが, 中根 (1963) はこの極
を新種とし, G kurosaωal と命
名した。第 3番目の極は, 1;,:藤
( l970) が新潟県の標本に基づい
て G. baba1 として記 した。 さ

らに, 佐藤 ( l972) は日本産種の
まとめを行ない,  2 1111属を新設し
3 種を記械した。 またその目録は,
本会のチェックリスト No5 (19
76) でもすでに公にした。
生態 マルド,::,ムシ類の生態に
ついては, ほとんど何も判ってい
ない。 これまで成虫を採集された
方々の経験からは, そのほとんど
が主として清通な河川の中・ 上流
域において, 河原の水辺で砂の上
を少し動く徴小民虫を見つけたの

が, この類であったといわれてい
る。 筆者自身も何度かこのような
環境で採集したことがあるが, 炎

天下の河原での探索は実に大変であるし, 背面に泥
が付着していることが多いので非常に見つけにくい
上記に似た例としては, 野村・ 馬場 ( l961) が洪水
後の河岸や中洲の泥土上で見つけることができるこ
とを報告している。 また, 筆者は G. ''aPom'cl‘s を
池の中で, 岸に近い場所の落葉に付着していたのを
採集したことがある。 さらに, 燈火にも時として飛
来する。
幼生期 EMDEN(l956) による唯一の報告があるの
みで, それも僅か2 個体採集されただけである。この
幼虫はG. crenulatus (RossI)で, ョー ロツパでは
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i ''・・通の極のようである。 幼虫の
発見された場所は, ド イ ツ の

MiinIch 近くの Heber tshans-
en で,  lcmの深さの水虫でコ
ケやt集類の付着した粘土上をゆ
っく りと動いていたとある。 そ
の幼虫の形態を簡単に紹介して
おきたい。
体fl_: 2.05mm,  頭幅 : 0,29

m m .

全体ほぼ淡 g地で,  頭部,  前
那g, 順部の石更度板は淡赤 色,
頭部はほぼ 平で, 頭 前緑中
央に1 歯を装う。触角は3 節で
第2 節に数本の感覚毛を1]え
る , 小用響、枝は5節で, 触角より
長い, 単限は6 個, 大理思は大き
く , 内緑は無t ﾁ状,  基部に2  歯
をjlえる。中・ 後胸背には2 対
の小さな円形硬度板をnえる。
H更部は10節よりなり, 背面第1
~ 7 節には3 対の小さな円形E更
度板を具え, 第8 節には2 対,
第9 節には1 対の硬度板を t1,
え, 第1 ~ 8 節に気門があり ,
第10節には l 対の小さな尾実起

を l1-える。中・ 後胸およびffii部
側緑には側 小実超を nえる,
ll支は短く , 転節, 腿節, _ ・ 、i
節からなり, 爪は1 本で腦l ・ 出、i
節の中に融合したよ )に認めら
れるe
一般形態 体長2 mm前後の

第2 図 Coon' 's“s
(Geonssus) o r e ,1

1d at us (Rossi)
の幼 (EMDEN,
1956 による )
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小型種。 体は円形で, 背面はよく膨隆する。 頭部は
下を向き, 前胸背に隠され背面から認められなく,
l f面は顆粒を具えるか, 隆条で区画される国陥部が
あり, Y字状印刻が認められる。 限は比較的小さい。
触角は小腮枝より長く,  9 節で先端3 節は被毛して
球i'f部を形成し, 第6 節はaL状となる。 小理思枝は4
節で, 先端3 節は長く, 基部3 節を合せたとほぼ同
じ, 下 枝は3節。前胸背はほぽ半円形で, 側 は

前系表に融合する形で丸まるので, 前緑角は認められ
ない。背面は一様でなく, 点刻, 顆粒, 構, 四陥な
どを装い, 正中iifiが認められる。表型率llはよく膨隆し,
1' f面は数条の点刻列, 顯粒列, 縦 列などを装い,
后部は明瞭, 後超は単純で, 月、1脈は明確に認められ
る。 a更面はほぽ平ifi。 前胸側緑中央には前a支を納め
る満をnえる。 前基節孔は画側に離れている。 前胸
Ill X板実起を欠き,  中胸胞板はよく発達する。後基節
は平担, pi X部は行板が8 節あり , 用i更板は5 節が明
に外面から認められ, 第1 節は大きい。般はほどよ
い長さで, H、i節は第1 節が退化し,  4 節が認められ
る, 雄交尾器は三片型で, 基片が大きく , 側片は中
リJIしより長い,
分類 PC'一属,  GeonssM だけで構成されている

科であるが, 佐藤 (1972) はそれを3 亜属に分割し
た。なお, それぞれの,al 痰ﾍ容易に区別できるので
原記械の折に検索を付けなかったが, やはり検索表
があった方が使利と考え, 後に別の報告 ( l979) の
中でそれを ,1 、・ した。

Genus Geor issus LATREILLE, 1809, マルドロ

ムシ属
模式種: Byrrhus crenulatusRossI,1774 ( ヨー
ロ ツ・、産) .
これまで, 多くの研究者が Georyssus と綴って
きたが, 原記載はGeonssusとなっているので, 後

第3 ~6 図. G. (G. ) babat M. SATo パ, 、 マルドロムシの各部形態一3 : 触角, 4 : 小躍枝.t:; よび小躍内
外葉, 5 : 下居枝および下居, 6 : 前船節。
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第7 図 G. (G) tabai M.SATo , 、一、, ル l、ロムシの通1派。

者の綴りを使うのがよいと思う ,
IIE属の検索

1 (4 ) 頭部背面は前半に顆粒を具え, 後半に か

な国陥部がある。 前胸l fは組い顆粒を具える
趣軸は組大点刻列を有するか顆粒列を有する

2 (3 ) 前的背には明瞭な正中構と前・ 側緑に治っ
た構を有し, 側縁後角付近に歯状部がない.
超器iは組大点刻列を有する

GeonssMs s. s t r

(2 ) 前胸背には満部を有しなく, 側緑後角付近
は歯状に尖る。 趣鞘は顆粒列または組大点刻
列を有する Neogeo

(1 ) 頭部背面全体に隆起部によって区画される
幾つかの四陥部を有する, 前胸背は密に顆粒
を具える。 翅率自は全体に顆粒を具え,  4 隆条
を有する M po o e o n ss l‘s

Subgenus Geor issus s. str.
1. G (G) cana'iter SHARP, 1888 マルドロム
シ (第8,9 図)
体長 1・7 - 1.9mm. 体はIn色で, lf面には光沢があ
る。頭部は組い顆粒を nえ, 後半に正中構を有し, 限

第8 ~11図 Geonssus亜属各種の頭部背面 (8,10) と
前胸背 (9,11), S,9 : G. (G. ) canali fier SHARP
マルドロムシ, 10, 11 : G. (G ) babat M. SATo
ババマルドロムシo
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の内縁に波曲した降条があるc 前胸背は微細
印刻を具え, 正中溝は前平一において明 で,
前・ 側緑に沿って条構があり, 側緑後半およ
び後緑に沿って顆粒列がある, 翅率llには組大
点刻列を具える。
分布 ; 北海道。
前にも述べたように, 古くからよく知られ
ている種で,  この属の模式種であるョー ロツ

パで普通に分布するG. (G) crenulatus(Rssl) によ
く似ている。
2. G (G) bahai M.SATo1970 パバマル ドロム

シ (第3 ~ 7 ,10, l l, 20図)
体長1.5 - 1.7mm.  前種によく似ているが, 頭部
の顆粒がはっきりしており, 波曲した隆条がややj与
く , 前胸背の微細印刻は弱く ,  正中満および側flMfが
やや浅いことなどによって区別できる。
分布: 本州 (新潟県)。
新潟県のf使 口iｯ  および中条で馬場金太1部 t事上が採
集された標本に基づいて記破されたが, その後の記
録はない。 總名は馬場t専士に献名したものである。

Subgenus Neogeor issus M.SATo, 1972
模式種: Geonsslls (M) ,'a omclrs M. SAT0, l972.

種の検索
1 ( 4 )  頭部前半に顆粒を具える。 前胸i fの顆粒は

明瞭に認められる, 越 には数条の縦構を有
し, 間室に顆粒列がある。

2 (3 )  頭部後l-の四陥は顆粒によって囲まれる。
趣鞘には数条のやや深い縦構があり, 間室は

隆起し密で明瞭な顆粒列がある。 体は暗赤
色, 体長1.4 - 1.5mm - - - - - japontcus

3 (2 )  頭部後半の四陥は明瞭で, 隆条によって囲
まれるc超鞘には数条の浅い縦滿があり, 間室
には組い顆粒列がある。体は淡赤 ﾔ i色。体長

2mm
4 ( 1 )  頭部前半に顆粒を欠く。 前胸背の顆粒は明

瞭でない。翅鞘には浅い組大点刻列を有する
が, 間室に顆粒を欠く。 体は黒色。
体長1.6mm

3. G. (;N. ) jlaponicus M. SATo, l972 ヤマトマ
ルドロムシ (第14,15,21図)
本種は翅鞘の顆粒列が特徴的で, 他種と容易に区
別できる。 新潟県村上市の小さな池で筆者が採集し
た標本で記載したが, その後の記録がない。
分布 ; 本州 (新潟県)。

4.   G. (N ) sahai i M. SATo, 1972 シコクマルド
ロムシ (第16,17,22図)
これまでに記載された日本産種の中では, 最も小
型の種である。 本種は酒井雅博氏によって徳島県津
田浜の砂上で採集された l 6 によって記,成した。や
はり, その後の記録が一切ない。種名は酒井氏に因
んで献名した。
分布 : 四国 (徳島県) ,

5. G (N ) hurosau,al NAKANE.  l966  シワム
ネマルドロムシ (第12,13図)
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第12~17図 Neogeortssus l属各 の頭部1'f'画
と前胸背 ( l3, 15, l7) -12, 13 : G. (N )
ku rosat M i NAKA F_ シ 'フ ムネー、'ルドロム
シ, 14,15 : G. (N ) jaPon cus M.SATo
ヤマトマルトロムシ, 16,17 : G. (N )
sa Xall  M.SAT 0シコクマル ドロ �シ

最初, 黒沢( l950) によってG. laesicotlis GERMER
として記録された。 その後,  名古屋産の標本を
holotype として会津若松, h広などの標本を加えて
中根 (1966) が記載した。筆者は小田原, 能勢性川
などで採集された標本を検したことがあり, この仲
間としてはかなり広く分布している。 この種は, 解
火に飛来するので, 多くの記録があるように考えら
れる。 極名は'n沢良彦博:tに献名されたものである。
分布: 北fall道, 本州。
Subgenus Ni pponogeorissus M. SAT0, 1972
模式極 : G. (Ni ) grantdosMs M.SAT0,1972.
6. G. (Ni ) granutosus M. SATo,  l972 セス
ジマル ドロムシ (第1,18,19図)
体長1.6mm, 体は;照 ﾐ地で,  体下面 ,fill,  口器 l

l111l- 赤 T地  ・  頭部は明瞭な隆条に囲まれた数個の凹陥
をn える。 前胸背は密に顆粒をnえ, 前半は横長の
四 � 顯粒によって縦断さ
れる。趣總には明 な4 縦隆条を具 :; .
え, その室間に列の浅い組大点刻列 i ・

と顆粒を有する。 - . , . ・

分 : 本州 (三重県)。
上記や検索に,J、したように, この f 8
群としては特異な形態をしている。
R. A. CROWSON博: tからの私信によ
れば, この種は原始的なものと考え
られようとの示唆をいただいた。
市橋 Ill民が三重県津市古河に在住
の折, 自宅の燈火に飛来した個体を
採集されたもので, 僅か1 n であっ
たが特徴がはっきりしていたので新
1ai属を設定して記載した。
第 l9 ~19図 G ( Nippo,togeor 'ssus
9 ' a M '°°u° V ' ' ' u :ソマル ロ 9ムシの頭部背面 (18) とill」胸背 ( l9)
後記 この仲間は採集の困難なことから, ここに
紹介したようにほとんど記録がない。 まだかなりの
新しい種を追加できそうであるので, この機会に採

第53 号 (1981年5 月)

集の折に注意していただけるよ う識'賢にお願いした
い。 末筆ではあるが, 全形図を画いていただいた石
田勝義氏に厚くお礼中し上げるとともに, 費重な標
本をご恵与下さした各位に厚くお礼中し上げる。

第20 ~22図 雄交尾器 : -20:G(G )bahai M. SATo , 、
パー、,ル ドロムシ, 21 : G ( N ) jaPon cus M.SATo -、'
マ トマルト ロムシ, 22 : G(N )sakati M. SAToシ
コクマル トロム シ
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ア オ 力  ミ キ リ 備 忘録 ( 3 )

黒 沢 良 彦

( 4 ) キムネムラサキカミ リの学名
キムネムラサキカミキリ  Aphrodisium yugali

KANO,  1933,  ホリシヤアオカミキリ A ho r isha-
nense KANO, 1933,  およびキムネウスグロミ ドリ
カ ミ キリ A romia (Tomentaro,ma) f alderman-
mi i “ l a n s GREsslTT, 1936 の3 極は共に台湾か
ら記載された種類である。 その異同については従来
から論識されて来た所であるが, その扱いは人によ
って一定していなく,  特に最近の PoDANYによる
扱いはお組来なものであるので, 以下に現在に:ii る
までの経過を述べ。 それについての私の意見を述べ
てみたく患う。 まず年代順に関係のある業 を列記
すると次の通りである。

1. 1925, ScHwARzER B. : Sauters For mOSa-
Austeute (Col. , Cerambycidae) , Ent. Blatter,
21 ( l ), p 24.
台湾中部のHozan (宝山)で採れた標本に基づき

Aphrodisium? semiυerutinum ScHwARzERを記載
した。
2.   l927, 鹿野.'8、雄: 日本産天牛類の記(IV), 台
湾博物学会会報, 17, (91), P 285-
台湾中部の務社からタイワンジヤコウカミキリ

Aromia fatdermannii E. SAuNDERs, l850を記録
した。 本種は元来華北から記載された種類で,  シベ
リア東部,  モンゴル, 中国全土に広く分布すること
になっている。

3.   19S1, 三輪勇四郎: 台湾産昆虫分類目録 (納
1ai目) , 台湾総 府中央研究所農業部報告, 55,
p 229.

台湾の Niita'?a (新高山? ) からやはりAromia
fatdermanni i E. SAuNDERs, 1850を記録したが,
和名はキクビウス ,、ネカ ミキリとした。

4. 1933, KANO, T. : New an:i unrecorded
1ongicorn-beetles from Japan and its adjacent
territories, Kontyu, 6. pp 272 ~ 273.

台湾の埔里付近の 原産の1 9  (30.vil・ 1926, 鹿
野忠雄採集)に基づきホリシャアオカミキリA.0hro-
disium hortshanense KANO, 社産の1 6  (23.
v. 1927. 鹿野忠雄採集) に基づきキムネムラサキカ
ミキリ Aphrodisium yugat i KANO の2 新種を記

載した。
5. 1933, MATSUSHITA, M. : Beitrag zur Ke-

nntnis der Cerambyciden des Japanischen
Reichs, J. Fac. Agr. Hokkaido imp. L-niv.,
34, (2), pp 251~252.

Aphrodistum? semiυelutinum ScHwARzER, l9251)
に基づき新属Shωarzenumを創設。 Aromia fa-
1demannii E. SAuNDERsの産地に Niitaka Gebirge
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を挙げているが,  これは三輪の記録3' に従っただけ
のものである。 ただし, 鹿野の記録2) は見落してい
る。

6. l936, GREsslTT, J. L. : New 1ongicorn-
bee t les f rom Formosa, m , (Coleoptera,
Cerambycidae) , Phi lip. J. Sci., 61, pp 90~
91, pl.1, fig. 1.

台湾中部の武界 ( 2 6 6 ),  八仙山( 1 9 )埔里(5
・ ' ・ 一 '・

頭),北部の検山 (1 一、)  産およびアメリカのCali-
fornia Academy of Sciencesの所蔵する台湾産の
l 頭に基いて, Aromia faldermanniiE. SAuNDERs

1850 の新破l種 1ms a ns GREss lTT を記破した。
7.   1940, 水戸野武夫 : 日本産 翅目分類日録,

(8), 天牛科, pp 92 ~ 94.
Aphrodisium horishanense KANO, 1933 を Sch-

ωarzertum semiυelut in um (ScHwARzER, 1925)
の異名としたが, Aphrodisium yugaii KANO, 1933
は独立 とし,  Aromia faldermanni i insularis
G R EsslTT,19'o6 をArom a属の中の Tomentaromia
1111属に属せしめ,  キムネゥスグロミ ドリカ ミキリ ._
命名した。 また, 鹿野の記録した faldermanniiを
i 'Is“ l ans GREsslTT と同一物と認めた。

8. l940, 平llJ修次郎: 原色IP虫図諾, Pl 40, fl9.
8.
キム字.ムラサキカ ミ キリ A ')hrod isium yugaii

KANO ( A yungaii KANOと誤記) の原色写真を
図 i した。  この標本は「' ｱ社」産で翅鞘は緑色を帶
びている。

9. l 951, GREsslTT, J. : Longicorn-beetles of
China, Longicornia, 2, pp. 189~202.

Arc,ma faldermannii E. SAuNDERs,  l850を
Tomentaroma亜属に属せしめ, iusularts GREssI-
TT, 1936 をその台湾亜種とし,  三輪が台湾から記
録した faldermannii を insulartsと同一と考えた。
一方, Aphrodisitan ;1onshanense KANO, l933 は
水戸野に従い Sobωarzertum semiυelutinum (Sc-
HwARzER, 1925) の異名とし, AP;11rodisium yugati
KANO, 1933 は独立種とした。  しかし, 鹿野の記録
した fatdermanniiは見落し,  三輸の記録も Niit-
aka (新高山) を M t. M or r isson (次高山) と勘連
いしている。

10. 1g51, HAYAsHI, M. : Studies onCeramby-
cidae f rom Japan and i ts adjacent regions
(1) , Ent. Rev, p 5, 81.

Aphrodisium ;1orishanense KA?0, 1933, A yu-
gali KANO, 1933, および Aromia fatdermannii
insularis GREsslTT, l936  の3 種をすべて同一種
の色彩変異と認め, その種名にhortshanense KANO,

- 5 -
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1933 を用い, yugaii KANO, 1933, insulare GREs-
slTT, 1936 (Aphrodistum属に移したので当然語尾
も msulans から insu la re となる) をその変種と
した。 また, 触角,  前基節高, 後ｵi節などの構造か
ら So ω a r ze n' m semiυeiut lm m (ScHwARzER,
1925) と A od l's l g m/1onsh etlse KANO, 1933
とは同一種ではなく別種であるとした。

11. 1953, GREssITT, J. L. : Notes o n n o m e n -

clature of Japanese longicorn beetles, Ent.
Rev., 6, p 26.
林 (1951) の扱いに応えたもので, Aphrodisitan

ho nshanense KANO,  A yugaii KANO, および

A romia fatderma,t 'm instdaris GREsslTTが, も
し林の扱いの様に同一種の亜極か色彩変異であるな
らば, それらはすべて A romia  ( Tomentaro'ma)
faldermanti と同じ種類であり, 異る種類であって
も, 少なくとも Tomentaromia に属せしむべきで
ある。」 '旨を述べ。 insularts GREsslTT は falder-
ma,mii  と同種であることを強調している。 また,
TomentaromiaはA romiaの 属とするよりは AP-
h rodistum に属させた方がよいであろうと述べてい
る。

12.  1970, GREsslTT, J.L. & J. A. Rondon :
Cerambycid-beetles of Laos, Pacific Ins.
Monogr., 24, pp.135~149.

Tomentaromia PLAvlLsTsHIKov,1934をAphro-
d is ium THOMSON, 1864  の全くの異名とし, 亜
としても認めていない,

13. 1971, PoDANY, C. : Studien ii tler Ca il lich-
romini der palaearktischen Region, ( II ) ,

Ent, Abhandl, 38, (8), pp 253~295.
Tomentaromiaを独立属と認め, insularts GRE-

sslTT, 1936 を独立種としてこれに含めている。 ま
た, 三輪や鹿野が台湾から記録した falderma'mu
は共に insula rts と同一視し, 新たに台湾北部から
morpha formosana PoDANY を記載している。 一

方, yugati KANOは Aphrodistum  の中に残し,
horisha,tenseはSobωarzertum semitletutinum の

シノニム扱をし, 林の記述は明らかに読んでいると

思われるのにGREssITT (1951)一辺倒で, 林( l951)
を全く理解していない。  しかも, 「日本から A yu -

gaii の同定付きで送られて来る標本は T1omentar-
om ia i t‘Ia n's GREss1TT で y ggaz iよりは稀でな
いと見える」 と記している。   しかし,  彼の示した
Aph rodisium 属の種の検索表を見てみると yugatz
は 「前胸は大部分赤色または燈赤色」 のグループで
はなく 「前胸は金属色または黒色」 のグループに入
っているのに, yuglniの記載にはちやんと 「Halss-
chi ldseiten unci Tarsen gelbl ich」 と書いている。
この誤が一体どこから来たのか, 私には理解出来な
い。 GREsslTT も1951年に示した種の検索表の中で
yugaiiの所に tarsi and sides of prothorax fu l-
vous と明記しているのである。 PODANYはこの他に
も属の検索表の中で体表が毛で種われて能消しにな
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るグループと毛で覆われることなく金色光沢のある
グループに初頭で大別しながらそのどちらにも AP-
h rodisium属が出て来る様なぉ組末な分け方をして
いる。  しかも ,  この翅報iの被毛は全くなく強く金属
光沢を現すものから密に われ全くの Ill し状とな
ったものまであり,  毛の長さも長短様々であるなど,
変化が激しく , とてもこれによって属を別ける基準
にすることは出来ない。 従って,  Cataphrodisium
AuRlvlLLIus, 1907, C)pacaf)hrodisium Pfc, l932
なども共に属やIIE属として認めることは・1、 可能であ
ろう。
以上が台湾のキムネムラサキカミキリの取扱いの
経過である。
鹿野博士による Aphrodisium ho r tsha nense と

A y ggm iの画極の原記破を‘一y 1んでみると,  両者は
共二に前胸背の中央部を除きifi 色で, 煤Ai節は i i  色と
記してあるので, 前 に試色部を欠き , 出節も黒い
ムラサキ ドウ力' ネカミキリ Sobωarzenum semiυe-
1utinum (ScHwARzER, 1925) には一致しない。一
方, ホリシー、'アオカミキリ honshanense とキムネ
ムラサキカミキ、) yugaii との相連は, 単に翅 の

色が, 前者では店金色を者fびた緑色であるのに, 後
者では暗紫色である点だけで, 他に明確な相違点は
ない。いま, 国立科学f専物館に所蔵されている2 ・,
', 4 9 を調べてみると ,  - は全部暗紫色であるの
に,  9 はすべて銅緑色または店金色を帯びた青緑色
である。 鹿野博士の原記救を見ると, .yz - iiは暗紫
色で6 , ﾍons1lh aMms eは銅緑色で9  で �ると云e っ
これらの諸点から考察すると , どうやら画者は同一
極の雄雌で, yl‘gmz が6 , 11ons11ane,1seが (1 を指
していると考えた方がよさそうである。 両者は同一
文献の同一頁に記,酸されているが, horishanenseの
方が yugati よりも先行している。 この場合, 命名
規約によれば, 最初にこの事実を指摘した人の扱い
が有数となる。 従って, 両者が同一種であることを
最初に指摘した林 ll-夫博士の扱いが有効となり,
本種の種名は Aphrodisium honshanense KANO,
1933 となる。この種名が埔里社に基づく ものであれ
ば, 当然 o n s h a e%s o または o n s h e %s o としなけ
ればならないが,  鹿野博士は誤って hortshanense
としてしまった。 これでは「埔里山の」 と云う意味
になってしまうが,  これも命名規約によって改める
ことはできない。

上記の通り, y gmiは、一, , or is ﾍ etlseは 9 を

指していると考えられるが, 平山修次郎氏が図,J、 し
たものは、i であると考えられるのに翅輸は緑色を帶
びているので, 翅軸の色はかならずしも雄雌によっ
て異つた一定の色をしているとは限らないかも知れ

ない。 しかし, yugaiiや insulareを変種として区
別する必要はないであろう。 国立科学博物館所蔵の
鹿野患雄博士の 集品 (以下単に鹿野標本と云う)
の中にある本種の標本は1 ・一3 9 9 であるが, いず
れも模式標本とは異る産地や日付のものばかりで,
両種の完模式標本と思われる標本は, 鹿野標本が国

- 6 -
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立科学博物館に収められた当初から見当らなかったc
鹿野博士が台湾から記破された種類の中には, この
他にも鹿野漂本の中に該当標本の見当らないものが
かなりある。

水戸野.武夫.氏以後,  鹿野忠雄 (1927),  三輪勇四
郎 (1931) 両f専士が台湾から記録したAromia fa1-
dermannii E. SAuNDERs, 18;)0はすべて Aromia
faldermasnnii insularts GREssITT, 1936 と同一
視されているが, これは誤で, 両博士とも素木標本
の中にあった真の faldermannii を台湾産と誤認
して録記されたものと私は推定している*。 従って,
この二つの記録は台湾から除外すべきものと私は考
える。 恐らく , honshanenseは大陸の falderma-
nniiの台湾における代?i種となるものであろう。
台湾内におけるhorislanenseの分布は, 模式漂
本の産地が, bons'anenseが南投県后原 (1 ?) ,
yugmiが南投県' ｱ社 (仁要 ( l .-, ), ia a ns が
南投県武界( 2 o), 南投県埔里 (5 頭), 南投県,
台中県境の八仙山 (1 , ), 新竹県と苗栗県境の 山

(1 a ) であるが, この他に国立科学t専物館に中部の
Pashan (購入標本) (1 、) , Hogo (1 '、, 24. v.
1928, 一色周知採集) (1理野標本), 務社 (1 ?, v.
1960, 購入 本で産地不明確), 埔里付近 ( l 9,
KIKucHI採集)(鹿野標本), 山 (1 , 20. vi i i933,
和泉 吉採集。 ;恐らく , instdarts の paratype の
一つである 山産1 と対になるもので, 採集者も
JZーに故和泉ヨ吉氏である) (鹿野標本), 台北州ララ
ll l (拉拉山)  ( l , , 23. vi. 1933 鹿野患雄採集)
(鹿野標本) などの標本があるので, 台湾の中北部
の山地に分布していると考えてよいであろう。 しか
し, 余り高地にも産せず, 主として標高1,500m内
外の地域に多い様である。
国立科学f専物館所蔵標本のうち, 前記の 山産1
と拉拉山産1 、 とは, 台湾中部産の標本 (hortsha-

nense s. str ) に較べると,  やや大型,  頭部特に
顔面は店金色を fびた青緑色, 鞘は強く青緑色を
lび, 光沢がより強く , 前および中腿節は先端部と
基部を除き暗赤色を「' し, 用更部も緑青色が強いなど
の相連がある。 恐らく台湾北部の・i山山脈のものは,
中部の hor ishanense s. s tr. とは異つた 種とし
て区別されるであろう。 この場合, 検山産の標本(雌
雄の別も頭数も全く記破にない) に基いて記載され
た 「omenta romza 1ms“ la ns GREss1TT morpha
formosana PoDANY,1971 を用いなければならない
であろう。 ただし, formosanaは属名が At)hrodi-
sium であるから subsp formosanum としなけ
ればならない。 (国立科学博物館)

No 53 (May, l981)
* この場合。 両博士が記録された faldermanni i

E- SAuNDERs, 1850 の標本は華北産の同種の模式
標本の中の1 頭である可能性が強いが, 私は実際の
標、本を見てないので, ここではこれ以ト.触れないこ
とにする ,
0訂正
「アオカミキリ備忘録l21」 (本,誌第51号, 1980)

で1/、はコ ,、 ネカミキリモドキの1種j名を Not;10peus
hemiPterus (0LIvIER, 1795) とし,  本種を基にし
て創られた属Colobus SERvILLE, 1833 はColobus
ILLIGER, 1800により先占されているので, 最近で
はその代りに提l?11 された N,othopeus PAscoE, 1864
が用いられている旨を記した。  しかし,  これは誤で
すでに Scalenus GlsTL, 1848 が創られていること
が QUENTIN & VILL!ERS  によって明らかにされ
ていると云う。 従って, N「othoj:eus hemipterus
(0LlvIER, 1795)  は今後 Scalenus hemi j)torus
(0LIvIER, l795) としなければならない。以上の
ことについて御注意を受けた林 l 二夫博上に感謝す
る。なお, 本種の和名はコ・'ネカミキリモドキ (鹿
野, 1927) になっているが,  この名はカミキリモ ド
キ科の種類と誤られ易いので適当ではない。  しかし
台湾のファウナから本極が削除された今, 強いて本
f重の和名を考1・する必要も �るまいと患うので , 
しい和名は考えないことにする。

(国立科学博物館, 黑沢良彦)
0 n its anna SHIBATA ( ヒケ'ナ力' ソ'ウムシ科)
の八丈島からの記録

mis anna SHIBATAは, 屋久島,極子島, l」永良
部島,  トカラ中之島, f?美大島, 石tif島, 西表島お
よび与那国島等の南西語島から採集された多数の標
本に基づいて SHIBATA  ( l969) によって記4 \され
たヒケ' ナガゾウムシ 科の種である。
その後さらにMoRIMoTo (1979) は,
それらの地域に加えて台湾からも記録
している , 最近筆者は, 和泉敦夫氏の
御好意により伊豆話島八文島産の本種
を検する機会に恵まれたので, 分布資
科として報告したい。

1頭, 伊豆語志八文島末吉, 15.
vii i978, 和泉敦夫採集。
本種は背面の斑紋に著しい種内変異
が認められるので本個体の斑紋の略画
を添付しておく。
末筆ながら, 貴重な標本を恵与さ
れ, 発表を許された和泉敦夫氏に深く
感謝中し上げる。

(東京農大, 妹尾俊男)
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0福井県におけるサシゲチビタマムシの分布記録追
加
サシケ'チビタマムシ Trachys robusta E. SAuN-

DERs, l873 はすでに福井県の最西端にあたる靑葉山
から記録されており, このことを, 黑沢良彦(1980)
は対馬海流が暖地性 虫の分布に大きな影響を与え
ている事例の1 つにあげて論証すると同時に, 北九
州から青葉山にいたる日本海沿岸地方に産地が点在
しているであろうと了,測している。山陰地方の調査
はほとんどなされていないが, 福11県内で次の地域
でサシケ'チビタマムシが採集されているので記録し
ておきたい。
大飯部高浜町青海(0tomi) (2 頭, 25. vii i979) ;
敦賀市西方ヶ岳拉常宮 (JOgu) (1頭,  29-31. v.
1976); 三方部三方町三方石観:t'f (Mikata-Ishikan-
non) ( 2頭, 4. v. 1980)。
音海は若狭湾に突出した小さな、半・島部で照葉樹林
におおわれ, 最近, クチキコオロギ, マツムシモド
キ, キュウシュウチビトラカミキリ, アミダテント
ウ,  ヒナカマキリなどの暖地性i i虫が富」�なことが
l?1明した。常宮は敦賀半島の東岸にあり, 常宮神社
の社推は照葉樹林がよく保存されている。また, イi
観音はやや内陸部に入るが, 観 l l:-寺の境内から ' 谷

l.Llへの登り口付近は, ここも照葉樹がよく残されて
いる。 既知産地の青葉山から少しばかり東方へ記録
を更新したにすぎないが, 複数の地域で生息が確認
されたことは, 黒沢博士の推論をより確かなものと
する上で意味があろう。

(福井大学教育学部, 佐々 治:覧之)
0ムネビロイネゾウモドキ青森県の記録
ムネビロイネゾウモドキ Eteophilus notaroides

(Keno) は原記;較以後数例の採集記録しかなく, そ
れらはいずれも北海道札幌周辺でしか採集されてい
ないという珍品である。
少し古い記録であるが, 筆者の手元に青森県下北
島産の本種標本があったので, 報告しておく。

1 3 , 靑森県下北半島薬研, 10.viii. 1975, 田中巧
採集。

(和歌山県有田部, 的場 積)

<連 絡・ 報 告>
◇談話会 昨年開催されました談話会の演題および
講演者は下記の通りです。
第1 回例会: 昭和55年3 月23日, 於国立科学博物

1一昆器具fi rﾓ. i」へ i
日本ではじめてできた有頭昆虫針! ! 1

1 1 , 2 , 3 , 4 , 5号 (各号100本180円) 1
なお, 有頭針00,0号もできました。その他,採集,1
, 標本整理用各種器具も取描jえてあります。 ,

1  j 1 束京都渋谷区渋谷1丁目7二6 1
1 電 lie (03) 409 - 6401 (ムシは一ばん) ,

1  振 替 束京 21129 1

1 志賀昆虫普及社 、
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館, 講演 : 台湾の Cuatj'us属 ( ヒラタムシ科) に
ついて一黒沢良彦(科博)。第2 回例会: 昭和55年6
月15日, 於国立科学博物館, 識演 : ヨーロッパでの
採集とォサムシ屋一石川良 (都立大学)。 第 3 回例
会は都合により休会。第4 回例会 : 昭和55年12月21
目, 於国立科学博物館, 講演 : ドロムシ類の最近の
知見一佐藤正 ( 名古屋女子大学)。
なお, 談話会終」「後, 有志によって恒例の忘年会
が「鳥正」 で行われましたが, その折, 会員寄贈文
献等のオークションが行われ, 売上金のすべてが本
会に寄附されました。 ご協力いただいた馬場金太良ll
佐藤正孝, 山崎秀雄, 渡辺 徳(ABC順)の語氏に
厚くお礼中し上げます。
◇昭和55年度会計報告
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特別会計収支決算報告
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甲虫談話会

会費 (ーカ年) 2000円, 次号は8 月30目発行子定,
投稿 切は6 月30日。

発行人 黒沢良彦
発行所 甲虫談話会 東京都台東区上野公国
国立科学博物館動物研究部内

タツjの昆虫 集器 1イ ツ型標本箱 木製大 ￥ 5, 000, 桐合板製
( イ ンロー型標本箱中 ￥1,400, 送料一箱につき都 (
( 内及第一地帶: 3 個以下￥1,400, 4 個以上￥850、( (以下同様), 第2 地帶￥1,400, ￥950, 第3 地帯1
: ￥1,600, ￥1,050, 其他, 各種器具, 針などを製作(1 販売してます。カタログを御請求下さい。(￥140)1
タ   ツ   ミ   製作所 )
〒 113 東京都文京区湯島 2-212-25 、

電話 (03) 811 -4547, 振替 6-113479 1


